
 

令和 6 年度 第 4 回保土ケ谷区障害者自立支援協議会 

まちで暮らすネットワーク～地域生活支援拠点部会～  記録 

日 時     令和 7 年 1 月 9 日（木）13：30 ～ 15：00 

開催場所 保土ヶ谷区役所 地下会議室 

出 席 者 

こども家庭支援課、いわまワークス、わおん、わおん障害者グループホーム横浜、

コペルプラス天王町、左近山特別支援学校、十愛病院、区生活支援Ｃ、区精神保

健担当、区知的障害担当、区基幹相談支援Ｃ、のばら園、銀河和田町、ポート葦、

夢 21 ホーム、夢 21 上星川 

欠 席 者 ＮＰＯ法人きてん、基幹相談支援 C 

開催形態 公開（傍聴人：  名） ・ 非公開 

議 題 

1．事例を通して拠点を考えてみよう 

事例提供：保土ヶ谷区役所こども家庭支援課 

事例内容：18歳 知的障害の方のケース 

 

スケジュール 

13：30～ 総合司会あいさつ、ワークの趣旨説明 

あけましておめでとうございます。前回の 11月はＧＨスタッフお茶会（交流会）

を実施。今回は事例検討に戻り、こども家庭支援課ＣＷから報告をしていただく。

緊急時の受入対応と体験に絞って最初に考え、その後視点を広げて出来そうなこ

と、あったらいいことを意見交換したい。 

 

 13：35～ 事例の説明 

  18 歳支援学校卒業後、就労や福祉サービス事業を利用する見通しが立ってい

ない事例 

 

 13：45～ 質問 

 

 14：00～ 個人ワーク（ふせんに書く） 

 

 14：05～ グループワーク 

① 拠点機能の「緊急時の受け入れ・対応」「体験の機会・場」を考

える（10分） 

② できそうなこと、あったらいいことを考える（20分） 

③ 意見を個人事業所の課題、事業所間で連携して取り組む課題、市

域以上の制度等の課題に分ける（10分） 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 号様式 
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14：45  全体共有 

１グループ 

 親子分離が課題の１つ。アセスメントをしっかりすることが必要と感じた。親

といない時間が徐々に増える体験があれば…。緊急時の受入はアセスメント次第。

重度の方の通過型グループホームができたらいいなと感じた。 

２グループ 

 入所体験の前に、在宅で安心できる環境が必要ではと。知的だけではなく、精

神の就労体験や、入院先から通所実習できたらといい。放デイが、18 歳以降もボ

ランティアで来たら、もしくは受け入れできたらいいかもしれない。ＧＨでは生

活が自立していなくても、生活している情報提供も必要ではないか。気軽に相談

できるということが伝わるといいのでは。 

３グループ  

 自由に意見交換をした。訪問看護の活用など親をサポートする体制を作りたい

という意見が出た。似たような体験をした親のグループが、区にあるといい。親

のレスパイトを、断続的に行い、本人の独り立ちを応援できたらいいなと意見が

出た。 

 

14：55～ 感想、まとめ等（事例提供者から） 

 いろいろな意見が聞けて、視野を広げることができた。18 歳の方は、卒業後は

こども家庭支援課から、高齢障害支援課に移行する。移行まで間、引き続き丁寧

に関わりを続けたい。 

 

 15：00  終了 

 

２．閉会のあいさつ 

 

 

次回：3月 13日(木)13:30～15：00 事例検討の振り返り  

場所 区役所 505会議室に変更  （区社協から訂正）  

 


